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東海事業所関連（原子力関連研究情報技術の

開発）

�　原子力コード等の開発整備

　原子力関連コードの開発では、今年度も原
子力、核融合、光量子科学関連のコード開発、
各種データベースの整備等を引き続き進め
た。新たなものとしては、SPEEDIの開発経
験をもとに、稲うんかの東南アジア領域にお
ける移行挙動予測システムの構築、原子力施
設のデータベースの作成などを受注する他、
ITBL関連業務としては、原研で整備を進めて
いる各種データベース、応用ソフトウエアの
整備を行なった。
　原子力コードの収集・提供については、今
年度は新規登録６９件、提供４２７件を超え昨年に
比し大幅に増加した。また、「原子力コードセ
ンター便り」で紹介のとおり、米国オークリ
ッジ国立研究所・放射線安全情報計算センタ
ー（ORNL/RSICC）との協力も本格的に始動
し、米国の最新コードの入手が可能であるこ
とから利用者が増大している。登録申込希望

者は、「原子力コードセンター便り」に記載し
た申込先に連絡下さい。

�　原子力百科事典［ATOMICA］

　今年度も新規データ作成７０件、データ更新
２５０件、用語辞書作成５０語を作成し、現在のデ
ータ登録件数は２２００件を超えた。最近の利用
状況は１５万件／月以上となっており、原子力・
エネルギー関連の情報源として定着し、広く
活用されている。

�　電子計算機利用技術の開発及び支援

　日本原子力研究所の東海・那珂地区、東京
地区、関西地区の並列計算機複合システムの
運用支援業務を引き続き行うとともに、ITBL

システムの運用支援を本格的に開始した。

�　研究情報技術の普及

　平成１２年度より開始した若手原子力ソフト
ウエア技術者（大学及び大学院に在籍する学
生）の国際会議への参加支援については、米
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　今年度は、日本原子力研究所において本格的に運用が開始されたITBL（IT-Based Laboratory）
の運用支援、応用ソフトウエアの開発等の協力業務を本格的に進めた。とくに東京事業所におい
ては、戦略的基盤ソフトウエアの開発としてシステムや機種に依存せずに大規模シミュレーショ
ンを可能とする環境/HPC－ミドルウエアの開発や、人・自然・地球共生プロジェクトの一環で
ある高精度、高速、大規模な次世代気候モデル開発など新たな開発業務を開始した。
　以下に平成１４年度の事業概要を述べる。
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国での同時多発テロの影響で会議への参加取
止めが生じ、今年度は１名となった。原子力
コードの普及活動としては「QAD-CGGP2R

の理論と利用技術」（講師：日本原子力研究所
坂本幸夫氏）に関するワークショップを開催
した。

東京事業所関連（計算科学技術の開発）

�　計算地球科学の研究開発

　平成１０年度より開始した振興調整費研究
「高精度の地球変動現象の予測のための並列
ソフトウエア開発に関する研究」は、最終年
度として、地球科学の専門家との応用シミュ
レーションを行うことを目的に、これまで研
究開発した大気海洋、及び固体地球の並列ソ
フトウエア群を地球シミュレータにおいて駆
動させ、その検証を行った。
　このため、平成１４年４月からの準備を経て、
８月より本格的に地球シミュレータを利用し
た領域気象、気候モデル等について大規模シ
ミュレーション計算を実施した。本作業では、
並列計算環境を重視した並列フレームワーク
スの高度化、微視的雲モデル及び領域気象モ
デルの導入、さらに海洋モデルの付加等を行
い、多様な問題解決の環境を構築した。これ
ら成果の公開として、非静力学領域気象モデ
ルCReSSに関するセミナー講習会（９月）を
開催したほか、第５回「高性能計算機資源に
向けた次世代気候モデルに関する国際会議」
（３月）をイタリア国立地球物理火山研究所
において開催した。
　一方、固体地球シミュレーションにおいて
は、地球シミュレータを用いて「固体地球シ
ミ ュ レ ー シ ョ ン・プ ラ ッ ト フ ォ ー ム
GeoFEM」による地球コア（外殻部分）の電
磁気解析シミュレーション、日本列島域断層
モデルの大規模運動計算、断層運動の非線形
挙動シミュレーション等を実施し、これまで
に地球シミュレータ向けに開発してきたコー
ドの大規模シミュレーション特性を把握し

た。これらの成果は、APEC地震シミュレー
ション情報交換協力機構によるACES会議
（ハワイ、５月）、固体地球シミュレーション
成果シンポジウム（東京、３月）で発表した。
また、GeoFEMは並列有限要素法コードとし
て産業界等への応用が期待されるため、
Version5までを公開し、その利用に関するセ
ミナーを開催した。

�　戦略的基盤ソフトウエアの開発

　戦略的基盤ソフトウエア開発研究として、
東京大学生産技術研究所の委託事業として連
携し、次世代の科学技術ソフトウエアを計算
機システムや機種に依存せずに大規模シミュ
レーションを可能とするソフトウエア環境
/HPC－ミドルウエアの開発を開始した。今年
度は、有限要素法についてハードウエアの相
違を隠蔽したプログラム記述法を開発し、次
年度以降のミドルウエア作成に備えた。

�　人・自然・地球共生プロジェクト

　今年度から、地球温暖化に関する研究とし
て、東京大学気候システム研究センターの委
託事業として連携し、地球シミュレータ利用
を前提とした高精度、高速、大規模な次世代
気候モデル開発に着手した。今年は、改良し
た物理過程モデル及び非静力学に基づく領域
気象モデルを取入れた全球気候モデルを地球
シミュレータ向けに最適化し、シミュレーシ
ョン実験を行った。

�　ITBLソフトウエア・地球シミュレータ用

応用ソフトウエアの整備・開発

　平成１３年度から国のIT施策として開始し
たITBL計画、即ち運用形態の異なる複数サイ
トのスーパーコンピュータを接続した広域分
散処理により大規模シミュレーション、知的
情報共有などを可能にする本計画において、
ITBL基盤ソフトウエアの開発を継続実施し
た。具体的には、昨年度開発したネットワー
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ク・コンピューティングに必要な基盤ソフト
ウエアの実供用に向けて、デモ環境の作成、
インストール確認ツール、運用支援ソフトウ
エア等の開発を行った。
　また、ITBL環境及び地球シミュレータを利
用した並列応用ソフトウエアの整備・開発と
して、地球シミュレータ用固有値求解プログ
ラム作成、大強度加速器の水銀ターゲットを
対象とした流体構造連成解析プログラム作
成、短距離相互作用分子動力学プログラムの
ベクトル化等を行った。
　さらに、ネットワーク接続を活用し、東ア
ジア規模で汚染物質の挙動予測を迅速に行う
「数値環境システムの開発」に関して、昨年
度開発したボリューム・カップリング・プロ
グラムを、大気・海洋・汚染モデルへ実装し
た。

�　その他

　科学技術振興事業団よりの受託調査研究
「次世代計算科学の戦略に関する研究」では、
次世代計算科学におけるインターパラダイム
シミュレーションの戦略性について調査研究
を実施した。これに関連し８月に「DEMの２１
世紀」シンポジウムを開催した。また、次世
代計算科学の対象としてきたナノサイエンス

＆テクノロジに関する計算科学の有効性の実
証として、大規模並列、高速シミュレーショ
ンを行い、その結果を米国ナノテクノロジ
２００２年会議（ボストン）に発表、好評を博し
た。さらに、地球シミュレータ利用課題公募
に「カーボンナノチューブの特性に関する大
規模シミュレーションに関する研究」が認可
され、８月に大規模シミュレーション計算を
開始、１０月には多粒子の分子動力学計算で世
界最高性能５テラフロップス記録し、カーボ
ンナノチューブの基本特性を明らかにした。
本成果は地球シミュレータ利用成果発表会で
報告した。なお、本研究においては、我が国
の一流のカーボンナノチューブ専門家と計算
科学の専門家が協力して平成１４年７月に「カ
ーボンナノチューブ・シミュレーション研究
会」を結成し、大規模シミュレーション研究
を進めるとともに、計算科学の有用性の相互
理解に務めている。

あとがき

　当財団では、今後も情報科学技術に係る調
査、研究等を推進し、科学技術の発展に寄与
するよう引き続き努力する所存ですので、関
係各位のさらなるご指導、ご支援をお願いい
たします。




